


































































































































































































































IB DP のカリキュラムは 6 つのグループで構
成される学習と、EE（Extended Essay 課題論
文）・TOK（Theory of Knowledge 知識の理論）・



















































































































また、IB 教育の中でも特に CAS は中核を担
う部分である。本科目では Creativity, Activity
の個所で親和性を見出すことができたのではな




「国際支援 AL」「地域実践 AL」2 科目は、































その中で SDGs に関する活動を 2019 年度後期
より 3 人の 1 年次生と取り組み始めている。




























































































































































































































































2019 年 7 月に南城市に移転）にあり、在園在
校者は 0 歳児から中学 3 年までの約 160 名であ
る。OIS は、2011 年 7 月に PYP（初等教育課程）、











































3 時間、計 9 時間である。さらに英語の全 6 時
間は、ただ単に言語として学ぶのではなく、「探
究型授業」として学んでいる。つまり、探究型
が合計 15 時間設定されているといえるのだ。
5-3-4．中学部の教育
小学部で PYP を通して学んできた知識技能
をさらに深めるために MYP に取り組む。教育
方針としては「包括的学習」、「多文化理解」、「コ
ミュニケーション」の 3 つの分野からなる。
中等部では PYP での横断的な学習モデルか
ら、教科学習と学際的学習モデルへと移行する。
このカリキュラムは、各クラスの担任とカリ
キュラムコーディネータが協働で教材研究し、
指導計画を立てる。
英語力に関しては、授業の大半が英語で進め
られる。そして生徒全員が英検を受験し、準 1
級をめざす。TOEFL においては、ハイスコア
を目標とする。
5-3-5．視察を終えて
小学部で特筆すべきことは、文章表現が長け
ていたことだ。4 学年の作品を読んだが、起承
転結がしっかりしていること、書き言葉の文体
が徹底されていること、自分の考えを論理的に
述べられていることなど全体的な傾向として見
られた。また、調べ学習でのまとめは、解釈し
た自分の言葉で述べられているところに主体
性、論理性を見ることができた。
これらの要因は、探究型授業で行われる、「動
機付け」→「情報集め」→「整理」→「結論」
→「深める」→「行動」という「探究サイクル」
を体験的に学習しているからだろう。さらに、
「深く広く社会を探究する」ことへの高い評価
が、「探究サイクル」の学習を活性化させてい
るとも言えるであろう。
リーダーとしての IB コーディネータの存在
は欠かせないが、各教師も IB 研修を率先して
受講していることもあげられる。つまり、シス
テムはできたとしても、IB を理解できる教師
がいなければ始まらないということだ。IB を
進めるにあたって人材育成が課題ではないかと
考えている。 （文責：福重浩之）
6．おわりに
ここまで IB 教育と我々こども教育福祉学科
が目指す授業像との関連、あるいはまた本年度
取り組んできた講演会や研修会、また視察など
について報告をしてきた。これらをもとに本学
科教員で IB に対する理解を深め、本学ならで
はの IB 教育像を明確に共有していくことが求
められる。今回のこの報告を第一歩としたい。
 （文責：鈴木光男）
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